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日
本
書
紀
私
記
甲
本

に
お
け
る

傍
訓
の
性
格

に
つ
い
て
福

田

益

和

一

現

存

日
本

書

紀
私
記

は

諸
本

に
わ

た
り
多

く

の
問

題
を

は
ら

ん

で

い
る

よ
う

で
あ

っ
て
、
そ

の
本

文
批

判

が
国

語

学
的

に
も

い
く

つ
か
な
さ

れ
て

い
る

如
く

で
あ

る
。

例
え

ば
近
時

の
西
宮

一
民
氏

「
日
本
書

紀
私

記
乙
本

・

丙
本

に

つ
い
て
」

(国

語
国

文

三
八

の
十

)
は
問

題

を
多

く
含

む
乙
本

・

丙
本

の
成

立
過

程

に

つ

い
て
な

か
な

か
示
唆

深

い
も

の

で
あ

っ
て
筆
者

に

は
興

味
深

か

っ
た
。

そ
れ

は
筆
者

の
描

い
て

い
る

い
わ
ゆ

る
私
記

甲
本

の

成

立

問
題

に

つ
い
て
も
乙
本

・
丙
本

が
密

接
不
可

分

の
関

係
を
有

し

て

い

る
故

で
あ

る
。
筆

者

は
先

に
私

記
甲
本

偽
作

説

を
批

判
し

た
が
、

そ

の
論

拠

の
中

心

は
私

記
甲
本

の
本

文

そ

の
も

の
の
錯

乱
、

と
り

わ
け
標

出
漢

字

と
傍

訓

の
不

一
致

と
を
示
す

こ
と

に
よ
り

そ
れ

が
書

写
者

の
不

注
意

、
部

分
的

に

は
私
意

に
よ

る
改

変

に
由
来
す

る

も

の
で

は
あ

っ
て
も

、
全
体

に

わ
た

り
偽
作

さ

れ

た
も

の
で

は
あ

り
得
な

い
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

本

稿

は
同
じ

く
右

の
考

え
を
う

け

つ
ぐ

も

の
で
、
漢

字

に
附

せ
ら

れ
た

傍

訓

に

つ
い
て
検
討

を
加

え
な

が

ら
そ

の
成
立

過
程

に

つ

い
て
の

一
つ
の

見
通

し
を

立

て
て

み
た

い
と
思
う

。

い
わ

ゆ
る

私
記

甲
本

な
る

も

の
が
弘

仁
私
記

に
相

当
す

る

か
ど
う

か

に

つ

い
て
は

、

一
つ
は
私

記
序

文

の
記

事

の
内

容
、

一
つ
は
標
出

漢
字

に
附

せ
ら

れ
た
傍

訓

の
表
記

態
度

よ
り

し

て

疑

問

が
出

さ
れ

て

い
た
が
、

た
し

か

に
私

記

甲
本

の
傍
訓

は

一
見
し

て
古

色

を

存
し

な

い
印

象
を

与

え
る
如

く

で
あ

る
。

そ

れ
は
傍

訓

の
多

く

が
片

仮
名

訓

で
あ

る

が
た

め

で
あ

ろ
う
。

し

か
し

つ
と

に
太

田
晶

二
郎
氏

が
指

摘

さ

れ

た
ご
と

く

・
日
本
書

紀

の
訓
注

と
同

じ
く

「
此

云
」

の
形
式

が

一

部

に
み
ら

れ
る
。

即

ち
、
私

記
甲

本

の
本

文

自
体

の
事
例

で

は
、

此
云
運
属
大

荒
之
次
也
時
・冨
於

闇
昧
也
(
氏
5
>

此
云
故
閣
乎
以
正
乎

養
痴

此
云

遠
遙

運

属

鴻

荒

時
鍾

(
20

)

故
蒙

以
養

正
治

(
20
)

遼
醤
久
(
20

)

恢

弘
天
業

(
20

)

と
あ

ら
わ

れ
、

更

に
釈

日
本

紀
所

引

の

「
弘

仁
私
記

」

に
も

大
来
皇
女
難

群

禁

『

)
、
努
力
努
力

難

諸

雑

混
(162
)

と
同
じ
形
式
が
み
ら
れ
る
天

畏

に
よ
る
と
宮
寺
縁
事
抄
精
進
蒲

楚

磧

の
「

日
本
紀
私
記
云

斎
食
此
云

伊
毛
比
」
の
事
例
も
私
記
甲
本
の
「馨

」
(
姐
)が
該
当
す
る

も

の

と

い
わ

れ

る
。

こ

の

「
此

云
」

の
形

式

の
注
記

を
た

、、
ち

に
古
く

か
ら

存
し

た
も

の
と
見
る

に

は
問
題

が

の
こ
る

が
と

に
か
く
書

紀
訓

注

の

一
特

色

で
あ

る

「
此

云
」

の
形
式

を
冠

し

て

い
る
も

の
が

い
く

つ
か
あ

る

点

に
注
目
す

べ
き

で
あ
ろ
う

。

更

に
私
記

甲
本

の
傍
訓

は
片

仮
名
訓

が
大
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勢
を

占

め

て
は

い
る
が

、
一
方

で
は

万
葉
仮

名
訓

も

い
く

つ
か
見

ら
れ

る
。

そ

し

て
そ

れ
は
孝

昭
、
孝

安

、
孝
霊

、
孝

元
、
開

化

の
条

に
集
中

し

て
あ

ら

騨
軌
紅

勘

る
。

粂

太
禦

与
莫

良
之
比
女

率

川
宮

(
25

)
、

国

手
別

(
24

)
、

世
襲

足
媛

(
23

)

の
如
き

が

そ

の
例

で
あ

る
。
先

に
あ

げ

た
釈

日
本

紀
所

引

の
弘

仁
私
記

の

訓

注

は
私
記

甲
本

で

は
片
仮
名

傍
訓

で
あ

り
な

が
ら

こ

・
で
は

万
葉
仮

名

割

注
形

式
を

と

っ
て

い
る
。

(

「
大
来
皇

女

、

「
努

力
努

力
」

の
事
例

)

以
上

私
記

甲
本

の
本

文

は
形
式

的

に
は
新

し

い
部

分

と
古

い
部
分

と
が

混

在
し

て

い
て
そ

の
成

立
過

程

の
複
雑

さ
を
物

語

る
如
く

で
あ

る
。

と
は

い
え

、
甲
本

全
体

の
体

裁

か
ら
言

え

ば

一
応

弘
仁
私

記

に
比
定

せ
ら

れ

て

い
る

以
上

そ
れ
を

前
提

と

し
て
傍

訓

の
性
格

を
検
討

し

て
行
く

べ
き

で
あ

ろ
う
。
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私

記
甲

本

の
祖
本

、

つ
ま
り

は
弘

仁
私
記

の
訓

注

が

い
か
な
る

形
式

で

あ

っ
た

か
に

わ
か

に
決
し

が

た

い
。

あ
る

い
は
前
記

釈

日
本

紀
所

引

の
弘

仁

私
記

の
如

く
万
葉

仮
名

割
注

形
式

で
あ

っ
た

か
も
知

れ
ず

、
あ

る

い
は

万
葉

仮
名

も

し
く

は
片
仮

名

に
よ
る

傍
訓

形
式

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

し

か
し

い
ず

れ

に
し

て
も

現
存

私
記

甲
本

は
数
次

に
わ
た

る
転

写

を
経

て

い
る
如
く

で
、
そ

の
過
程

に
お

い
て
書

写
者

の
不

注
意

に
よ

る
過

誤
が
多

く

み

い
出

さ

れ
る
。

こ
う

し

た
事
例

は
西
宮

氏

が
前
記

論
文

に
お

い
て
私

記

乙
本

、
丙
本

の
訓

に

つ
い
て
旦
ハ体

的

に
指

摘

せ
ら

れ
て

い
る
。

乙
本

、

丙
本

の
場

合
口
は
、

西
宮
氏

に
よ

る

と
、
書

紀
講
錘

の
年
度
私
記

に
比
定

で

き

な

い
う

ら

み

が
あ

り

、
更

に
原
資

料

の
片
仮
名

訓

を
万
葉

仮
名

訓

に
書

き

改

め
て
行

く
過

程

で
の
誤
ま

り

で
あ

っ
て
甲
本

の
場

合
口
と
同

一
に
論
ず

る

の
は

問
題

で
あ

る
が
、
書

写
者

の
不

注
意

に
よ

っ
て
生
じ

た
過

誤
と

い

う

点

で
は
事
情

は

同
じ

と
言
え

よ
う
。

以

下
私
記

甲
本

の
事

例
を
初

め

に

あ

げ
、
参

考

に
乙

・
丙
本

の
同
類

事
例

を

も
次

に
示
す
。

そ

し

て
必

要
な

る
も

の
に

つ

い
て
は
後

で
説

明
を
加

え
る
。

了

ラ

〔
「ヲ
」
を

「ラ

こ
と
を
示
す
。
」嵩

嬉

.
た
〕

①

長
峡

(
26
)

(丙
)着

幣
衣
服
諜

懸

…

うヲ
ー
・了

臭

「奴
二

字
術
宅

(丙
)填
区
乎
蕪

朝

-
三
了

ヲ

〔酒
棺
議

植
〕
↓
乎
、

(丙
)主
水
部
舞

柵
…

.ラ
↓
了

乎

ヲ
↓

ウ

②

曲
峡

(
23
)

・
:

・
マ
カ
ウ
、

白
本

藤
本

谷
本
作

マ
カ
ヲ
、

似
可

従

(丙
)厳
秤
魂
轟

姉
…

ウ
↓
ヲ
↓
乎

ヲ
↓

ソ

シ
↓

ツ

③

宿
見

屯
倉

首

(
37

)
・
:
・
ソ

ヒ
ト

、
当
拠

藤

一
本
作

ヲ

ヒ
ト
。

〔

云
」

は
衛

字
〕

ネ
↓

禾
④
観
松

彦
香

殖
稲

(
23
)

:

:

〔
カ

(
ヱ
)
シ
ネ
。

ヱ
字
脱

〕

⑤
鼠

窟

(
26

)

⑥
箭

田
珠

勝
大

兄

(
41
)

:

:
オ

・
ヒ
禾

、
藤

一
本
作

オ

・
ヒ
ネ
。

ノ
↓

フ

⑦
荷

持

田
邑

(
29

)

(
丙

)
荷
持

田
村

:

:
ノ
↓

フ
↓

布

(丙
)岡
象
女
磋
蝦

…

・ノ
↓
了

不

ノ
↓

キ

⑧

五

百

箇

御

統

(
16

)

・
:

・
イ

ホ

ツ
キ

、

藤

一
本

作

イ

ホ

ツ

一30一



、
↓

ノ

ノ

⑨

躍

丁

(
40

)

・
:

・
:

ク

ノ

ヨ

ホ

ロ
、

当

拠

諸

本

作

ク

ハ

ヨ

ホ

ロ

ユ
↓

ヱ

㈹

細

鱗

魚

(
29

)

諜
こ
↓

ヱ

⑪

七

抜

鏡

(
30

)

:

:

〔
抜

、

不

審

。

書

紀

「
七

子

鏡

」

〕

淋
、↓

カ

②

根

使

主

(
35

)

禾
↓

ム小

⑧

考

羅

(
31

)

カ
↓

ア

Gの

紳

明

葱

(
25

)

(丙

)片
居
骸
太
…

…

カ
↓
了

安

力
↓

ヱ
、

チ
↓

テ

㎞側
明
皿
紬
脚
探

旧砺

(
43

)

(丙

)灼
然
酵

-
・紀
超

鵡

シ
↓
之

(
乙

)母

誓

已

験

伊

呂
波
:

:
須
留
示
伊
弓
一之
呂
之

:
チ
↓
テ
↓

旦

(
乙

)椚

腰

古
之
乎
毛
弓
希

:

・
:

・チ

↓

テ

↓

弓
一

・

(
乙

)和

幣

称
岐
知
・
:

・
:

テ

↓

チ
↓

知

工
↓

二

㈹

長

兄

(
45

)

:

・
:

・
長

兄

、

書

紀
了兀
、

恐

当

拠

書

紀

作

長

丹

ヨ
↓

ユ

qの

浜

渤

次

之

鼓

盗

(
16

)

:

〔

「
ト

ツ

キ

」

は

「
ト

・
ロ
キ

」

の

誤

写

か

〕

ヨ
↓

一フ

⑯
勇

幹

(
34
)

(
丙

)
喧
謹

余
里
止
良
倍
氏
一…

.
匪

キ
↓

へ
↓
倍

ア
↓

(
ミ

)
↓

ミ

楽

㈲

新

漢

(
36

)

⑳
馨

艦
斌
綜

(署

寒

ナ
ス鋲

樺

壁

准

(
丙

)
山

門

県

也
末
止
乃
美
也
・
:

.
カ
↓

↓

「
タ

」

字

脱

(
丙

)
肖

美
江
太
末
布

:

:

ア
↓

ミ
↓

美

(丙
)聚
居
之
懇

…

ミ
↓
了

安

(
丙

)
不
レ安

席

安
万
支
也
須
加
良
須
・
:

・
ミ
↓

ア
↓

安

(丙
)欲
レ録
功
名
安
須
久
禮
大
倍
牟
止
之
天
-
・
・廻

日
貿

轍

(
丙

)居
二干
徳
勒

津
宮
止
古
呂
豆
良
安
奈
ホ
乎
利
:
ミ
↓

ア
↓

安

ヤ
↓
ナ
↓
奈

ス
↓

ヌ
⑳
穂
鰯

(18
)
女
・
:
・ク
ヌ
、
藤
本
谷
本
史
本
作
ク

ス
、
藤

一
本

ク
シ
。

ヌ
↓

ス

②
捧

(
21
)

ソ
↓

ノ
㈱
瞥
完

(18
)
・
・
:

〔
「タ

・
シ
」
訓
は
前
項

「
立
於
浮
渚
在
平
嘩

の

「
立

」

字

に

相

応

す

る

傍

訓

が

入

り

こ

ん

だ

も

の
。

〕

⑳
熊

襲

(
28

)
:

:

ク

マ
ノ

ヲ

、

藤

一
本

作

ク

マ
ソ

、

谷

本

作

ク

マ
ソ

ヲ
。

ソ
↓

フ

楽

㈱

恐
宿

不

敬

自
死

(38

)

・
:

・ヲ

ブ
リ

テ

、
当

拠

諸
本

作

ヲ

ワ
リ

テ

〔
「勲
拓

糎

は
不
實

〕

ク
ー
↓
リ
⑳
軽

背

(
40
)

:
:
ナ

メ
リ
、
藤
本

谷
本

史
本

作

ホ
ナ

メ
リ
、
藤

本

一

本

作

ニ
キ

メ
リ
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レ
↓

リ

ノ
⑳
栗

隈

(
32

〉

キ
↓

チ

㈱

幸

玉

(
42

)

コ
↓

フ
↓

不

㈲

色

謎

(
24

)
:

:
志

不

女
、

白
本
作

シ

コ
メ
、
不

恐
当
作

古
。

ケ
↓

タ
↓

多

⑳

武
埴

安
彦

命

(
24
)

:
:
太
多

、
恐

当
作

太

介
。

己
↓

己
↓

コ

⑳

行
ム矢

(
17

)

末
↓

未
↓

ミ
、

シ
↓

ヒ

働

無

目
籠
内

(
19

)

(
丙

)
臥
　砿

野
安
良
乃
ホ
不
比
氏

・
…

シ
↓

ヒ
↓

比

(
乙

)無

目
籠

末
奈
之
加
太
美

:
:

マ
↓

(
諜、、
)↓

ミ
↓

美

〔
西
宮
論

文

「
加

太

未

」

の

「未

」
字

誤
植

〕

(
乙

)無

目

末
奈
之
堅

間

加
太
未
乎
・
:
・
マ
↓

(
ミ
)
↓

ミ
↓

未

爪

・

(
止

)
↓

爪

ハ

⑬
顕
膀

(
19

)

・
:
・
爪

ハ
、
藤

一
本

及
釈

紀
作

ス

・

テ
↓

・
ケ

圃
撫

(
46

)
:

:
ナ

・
ケ

ル
、

白
本

作
ナ

テ

ル

・
フ
↓

ツ

㈲
寄

(
16
)

右

に
あ

げ

た
事
例

の
中

、
私
記

甲
本

の
事

例

の
下

に

か

・
げ

た
校

異
等

は
新

訂
増

補
国

史
大

系
本

の
頭

注
を

示
し

、
特

に

〔
…
〕

で

か

こ
ん

だ
部

分

は
筆

者

の
注

記

で
あ

っ
て
両
者

を

区
別

し

た
。

(
乙

)
、

(丙

)
は
西

宮

論
文

に

お
け

る
乙
本

、
丙
本

に
み
え

る
同
類

の
事

例
を

参
照

し

て
あ
げ

た
略
記
。

片

仮
名

で
特

に

「
ミ
」

と
あ

る

の
は
「
見

」
を
字

源

と
す

る
「
ミ
」

の
異
体

字
を

示
す
。

さ

て
事
例

、
①

②
③

は
片

仮
名

「
ヲ

」
を
間

違

っ
て
他

の
片

仮
名

「
ラ
」

「
ウ

」

「
ソ
」

に
写
し

た
も

の
を
中

心

に
示
す

。
丙

本

に
も

同
類

の
事
例

が
あ

る

こ
と
は
右

に
あ

げ

た
如
く

で
あ

る
。

な

お
ヲ
↓

ラ
、

ヲ
↓

ウ

の
事

例

の
中

で
、

そ

の
逆

の
事
例

、
す

な
わ

ち
ラ
↓

ヲ

、
ウ
↓

ヲ

の
場
合

も

一

応

ふ
く

め
て
か

・
げ

た
。

(
以

下

の
諸
事

例

に

つ

い
て
も

同
様

で
あ

る
。)

ネ
↓

禾

の
事
例

は
私

記
甲
本

に
④
⑤

⑥
と

三
例
あ

ら

わ
れ

て

い
る

が
、

乙
本

、
丙
本

に
は
同
類

の
事

例

は
み
あ

た
ら

ぬ
。

し

か
し
西
宮

氏

の
も
う

一
つ
の
論
文

に
よ
る
寛

文
九

年
刊
本

書

紀
傍

訓

に

つ
い
て

の
御

指
摘

に
よ

る
と

「
池
溝

」

〈
崇
神

62
年

7
月

〉

は
ネ
↓

禾
↓

ワ
と
考

え

ら
れ

る
。

誤

り
や
す

い
字

体

で
あ

っ
た

と
思
わ

れ

る
。

⑦

の
事
例

は

注
目
す

べ
き

で
あ

る
。

「
荷

持

田
邑
」

に

つ

い
て

の
傍
訓

が
丙
本

の
そ
れ

と
同
訓

で
あ

り
し

か
も

同
じ

誤
り

を
し

て

い
る
。

甲
本

と

丙

本

の
関
係

に

つ

い
て
か

な
り
暗

示
的

で

は
あ
る

が
、

し
か

し

こ
の
よ
う

な

事
例

は
他

に

「
無
目

籠
内

」

に
あ

る

の
み
で
あ

る

か
ら
、

こ

・
で
両
者

の
関

係
を
考

え

る

の
に
は
資

料

が
不
足

し

て
に
わ

か

に
は
決
定
し
が
た

い
。

ノ
↓

キ

の
誤

写

の
可
能
性

に

つ
い
て
は
片

仮
名

「
キ

」
の
異
体

字

「
・
」

と

「
ノ
」
字

と

の
類
似

を
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

「
・
」
は

、
築
島

氏

に

よ
る

と
天
暦

八

年
加
点

の
聖

語
蔵

辮
中
邊

論
古

点

を
は

じ
め

と
し

て
大

日

経
疏

仁
平

元
年

点
、
大

乗
本

生
心

地
観

経
治

承
四

年
点

と
平
安

中
期

か

ら

院

政
末

期

に
わ

た

っ
て

ひ
ろ
く

用

い
ら
れ

た
の
で

ノ
↓

キ

の
誤

写

の
事

例

は
当

然
あ

り
得

た

と
思
わ

れ

る
。

カ
ー

ア

の
事
例

に

つ

い
て
は
丙

本

に

「
片
居

徽
太
・

と
同
様

な
事

例

が

あ

一32一



る
が
寛
文
毒

刑
奪

は
、

「馳
猟
広
瀬
勾
原
蒔
醜

(匪

)

〈崇
峻

前

紀

〉
、

「
汝

逆
」

(
カ
↓

ア

)

〈
崇
神

10
年

9
月

〉

と
見

ら
れ

る
。

　
長

兄

(
45

)
に

つ

い
て
国

史
大
系

頭

注

で

「書

紀

死

」
と
言

っ
て

い
る

が
、
書

紀
を

通
覧

す

る
と

「
百
舌
鳥

長
兄

一
(孝

徳
紀

、
大

化

二
年
三

月

)

と
見

え
、

「
モ
ズ

ノ
ナ

ガ

エ
」
と
読

む

べ
き

と

こ
ろ

で
あ

る
。

一
方

、
別

に

「
吉

士
長

丹

」
(
孝
徳

紀
、

白
堆

四
年

五
月

)
と
も

見

え
、

こ
れ
は

「
キ

シ
ノ
ナ

ガ

ニ
」

と
よ
む

べ
き

と

こ
ろ
で
あ

る
。

標
出

字

「
長
兄

」
「
長

丹
」

は

い
ず

れ
も

同
じ
孝

徳
紀

に
あ

る
故

を
も

っ
て
傍

訓

が
混

同
し

て
個

の
事

例

が
生

じ

た
と
も
考

え

ら
れ

る
。

そ
う

す

る
と

必
ず

し
も

エ
↓

二
の
事

例

と

は
な

り
得

な

い
が

一
応

葬
斜

で
は
誤
写

説
を

と

っ
て
お
き

た

い
。

な

お

釈
紀

秘

訓

五
に

「
百

舌
鳥
長

兄
」

(
脳
)
と

「
ナ

カ
圷

」

訓

が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
私

記
甲

本

の
混
乱

し

た
事

例

を
そ

の
ま

ま
借

用
し

た
が

た
め

で
あ

ろ
う
。
ア
↓

(
ミ

)

↓

ミ

の
事
例

(
ミ
↓

ア

の
事

例
も

ふ
く

む

)
は
丙
本

に
多

く

み
ら

れ
る

。

片
仮
名

「
ア
」
と

「
ミ
」
の
異
体

字

「
酵
」
が
酷

似
し

て

い
る

か
ら

で
あ

ろ
う
。

そ

の
あ
や

ま
り

の
過

程
を

示
す

事
例

と
し

て
私
記

甲
本

の
例

を
あ

げ

る
と

「
膿
崎

」
(
40
)
に

「
ア
サ

キ
」

「
ミ
サ
キ

」

の
傍

訓

が

つ
け

ら

れ
て
あ

り

「
ア
サ

キ
」

の

「
ア
」
字

は

ミ
セ

ケ
チ

に
し

て
あ

る
。

こ
れ

は

一
旦

「
ア
」
字

を
書

き
な

が
ら

そ

の
誤
り

に
気

が

つ
き

「
ア
」
を

消
し

て

「
ミ
」
の
異
体
字

「
シ
」

に
書

き

改
め

た
も

の
と

察

せ
ら
れ

る
。

寛

校

軌
沓

刑
躰

劾
事

例

で
は
勧

勅
」

(
ア
↓

・、、
)

〈神

功
前

紀

〉
、

「
右
砒如

「

磐
石
之

常
存

」

(
ア
↓

ミ

)

〈
神
代

下
〉

が
見

え

る
。

ス
鴛

ヌ

の
誤

り
も
あ

っ
た
。

⑳

②

の
事

例

が
そ

れ

で
あ

る
。

他

に
私
記

甲
本

の
「
患†

」
(
18
)
の
頭

注

に

「
ク

シ
、

白
本

谷
本
作

ク

ス
、
藤
本

史
本

作

ク

ヌ
」
と
見

え

、
異
本

の
事

例

で
は
あ

る
が

、

ス
ヌ
混
乱

の
事

例

が
あ

っ

た
よ
う

て
あ

る
,

事
例
　

に

つ

い
て

の
国

史

大
系
本

頭
注

「当

拠
諸
本

作

ヲ

ワ
リ
テ

」
は

不

審
。

こ
こ
は

「
恐
」
字

に
対
す

る
訓

で
あ

る
か
ら
本

来

「
ヲ
ソ
リ

テ
」

と
あ

っ
た
も

の

で
あ
ろ
う
。

私

記
甲

本

の

「
フ
」
字

に
は
国

史
大

系
本

で

は

ア

ク

セ

ン
ト
表

記

が
な

さ
れ

て

い
る
如
く

で
あ

る
。

し
か
し

「
恐

オ
ソ
ル

(平
平
上
)
」

(観
智
院
本
類
聚

名
義
抄

)

と
「
ソ
」
は
平

声

で
あ
り

上
声

の

位

置

に
は
な

い
の
で
片
仮

名

「
ソ
」

の
字

体
か

ら
し

て
も

ア
ク

セ

ン
ト

表

記

と
は
考

え

ら
れ
ず

「
ヲ

ブ
リ
テ
」

と

み
な
し

て
お
く
。

　
　

は

片

仮

名

の
字

体

類

似

に
よ

る

誤

字

と

い
う

要

素

の
外

に
漢

字

「
栗

」
、
「
幸

」

に
対
す

る
書

写
者

の
私
意

が
加

わ

っ
て
あ

や
ま

っ
た
事

例

と
認

め
ら

れ
る
。

　
　

は
万
葉

仮
名
傍

訓

で
あ

る
点
注

目
す

べ
き

で
あ

る
。

そ

の
書

写

の

過
程

に
お
け

る
過
誤

の
状

況
は
あ

た

か
も
私

記

乙
本

、

丙
本

の
そ

れ
と
揆

を

一
に
す

る
如

く

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
観

点
よ

り
考

え
る

と
国
史

大
系

本

の
頭
注

「
志

不
女

、
白
本

作

シ

コ
メ
、
不

恐
当
作

古

」
、

「
大
多

、
恐

當

作

太

介

」

は

転

写

の

過

程

を

無

視

し

た
注

記

と

言

う

べ
き

で

あ

る
。

「
志
古

女

」

の
形
は
和

名
抄

所
引

日
本

紀
私
記

に
「
醜
女

志
古
女
」

と
見
え

る

が
、

こ
の
表
記

が

そ

の
ま

・
私

記
甲
本

の
形

に
あ

て

は
ま

る
と

は
考

え

ら
れ

な

い
。

甲
本

の
場

合

、

「
古

」

「不

」
字

の
字

体
類

似

に
よ
る

誤
字

と

は
考

え

ら
れ
ず

、

む
し

ろ

「
コ
↓

フ
↓

不
」

の
プ

ロ
セ

ス
を
考

え

る

の

が
自
然

で
あ

る

と
思

わ
れ

る
。

そ
う

す

る
と

乙
本

、

丙
本

に
見

ら
れ

る
片

仮
名
訓
↓

万

葉
仮

名
訓

の
改

変

の
事

実

が
甲
本

の
傍

訓

の

一
部

に
も
見

ら

れ
る

こ
と

に
な

り
、
私
記

甲
本

の
万
葉
仮

名
傍

訓
は
後

人

の
改
変

に
よ
る

も

の
と
推
定

さ

れ
る
。
　

の
事

例

に

つ

い
て
も

同
様

で
あ

る
と
考

え

ら
れ

る
。

私

記
甲

本

の
万
葉

仮
名
訓

の
成

立

に

つ

い
て
は
以

上

の
如
き
書

写

過



程

に
お
け

る
改

変

の
事
実

と
、

そ

の
他

に
仮
名

遣

の
面

か
ら
考

究
す

べ
き

で
あ

る

が
後
者

に

つ
い
て
は
後

に
言

及
す

る
。

⑳

の

「
行
ム矢
」

に

つ

い
て
。

時

代
別

国
語

大
辞
典

(上

代
篇

)

〔
三
省

堂

〕
は

「
さ
け

く
」

の
項

で

「
さ
き

く
」

の
東
国

語
形

と
し

、

「墾

あ

り
待

て
」

(
万

醐
)
、

「
行

夷
勃

刎
」

(
日
本
書

紀

私
記

乙
本

)
、

「
行
サ
ケ
ク

(
観
智
院

本
類

聚
名

義
抄

)
と
あ

る

と

こ
ろ

か
ら
中

央

語

に

も

こ

の
形

が
存

し

た
か

と
述

べ
た
あ

と

「
行

夷
サ

コ
ク

(
私
記

甲
本

)
」
の

形
も

あ

る
と
し

て

「
サ

コ
ク
」

の
語

形
を
認

め

る

口
吻

で
あ

る

が
、
キ

の

乙
類

仮
名

「
己

」
字

は

日
本
書

紀

に

一
例
-

灘

餌
企

於
己

陀
智

(
靡

き
起

き

立
ち

)

〈
顕

宗

即
位
前

紀
〉
ー

存
す

る

に
し

て
も
、

む
し

ろ

コ
の
乙
類

仮
名

と
し

て
常

用

さ
れ
る

の
で
あ

る

か
ら
祖
本

に
お
け

る
己
↓

已
↓

コ
の

転
写

の
プ

ロ
セ

ス
を

考
え

る

べ
き

で
は
な

か
ろ
う

か
。

右

の
事
例

は

「
サ

コ
ク
」

と

い
う

語
形

を
認

め

る
か

ど
う

か

に
か

・
わ
る

の
で
大
事

な
事

例

で
あ

る

が

こ

、
で

は

一
応

認

め
な

い
立
場
を

と
り

、

「
サ
キ

ク
」

の
誤

写

と
考

え

て
お
く
。

働

は
⑦

の

「
荷
持

田
邑

」

と
同
様

に
、
同

訓

で
し

か
も
同

じ

誤
り
を

し

て

い
る
事

例

が
他

の
資
料

に
見

ら
れ

る
。

す

な

わ
ち

乙
本

の
二
事

例

が
そ

れ

で
あ

る
。

西

宮
論

文

で
は

マ
↓

(
ミ

)↓

ミ
↓

未

の
プ

ロ
セ

ス
を

考

え
て

居

ら
れ

る
が

一
方
⑳

の
事

例

に
お
け

る
万
葉

仮
名

訓
↓

片
仮

名
訓

の
ご
と

き
改

訓

の
可
能

性
を

も
考
慮

に
入
れ

る

と
末
↓

未

の
漢

字

の
宇
体
類

似

に

よ

る
誤
写

と
も

一
応

考

え
ら

れ
よ
う
。

私
記

甲
本

の
場

合
口
も
そ

の
可
能

性

あ

る
も

の
と

し
て

一
応
あ

げ

た
も

の
で
あ

る
。

但
し
甲

本

の
場
合

、

マ
↓

(
楽こ
、
)↓

ミ

の
場

合

も
十

分
考

え
ら
れ

る

こ
と

で
あ

る
。

な

お

「
カ
タ

ミ
」

の
語

形

に

つ

い
て
、
和
名

抄

(
+
巻

本

)
に

「
蒼

青
嬬

麹
云
」
(
巻

四

)
と

見

え
、
腋

齋

は

「或

云
勝

間

、
或

云
加
太
美

、
皆

堅
間

之

一
転

」
と
注

し

二

一

二

　

て

い
る

の
で

「
加
太
美

」

の
語

形
も
考

え

ら
れ

る
が
、

「
漢

語
抄

」
所

引

の
訓

で
も
あ

り

、
漢
語

抄

そ

の
も

の
に
も
問

題

が

の
こ
る

の
で
明
確

な
資

料

と
し

が
た
く

こ

・
で
は

誤
写
説

に
従

っ
て
お
く
。

⑬

の

「
ス

・
」

の
語
義

に

つ

い
て
は

「
こ

・
の
須

々
も
進

み
す

・
ろ

ぎ

て
荒

ぶ
る
意

な

り
」

(
古
事

記
伝

十

七

)」注、
一、
「
ス

ス
ム
(
進

む

)
の
語
幹

と

同
じ
峨
。ど

い
わ

れ

て

い
る
。
観
智

院
本

類

聚
名
義

抄

に
よ

る
と

「進

ス
・
ム

(上
上
-
)
」

と
声
点

が
附

せ

ら
れ

て

い
る

の
で
私
記
甲

本

「
爪

ハ
」

は
、

ス
の
重
点

・
に
附

せ
ら
れ

た
声
点

(上

声

)
を
片

仮
名

「
ハ
」
字

と
よ

み

ち

が
え
た

可
能

性

が

つ
よ

い
と
思

わ

れ
る
。

私
記

甲
本

に

は
声
点

の
附

せ

ら

れ
た
傍

訓

は

い
く

つ
か
残
存

し

て

い
る

の
で
あ

る

か
ら
。

以
上

、
私

記
甲

本
傍

訓

の
検
討

よ

り
し

て
書

写

者

の
不
注
意

な

る
誤

り

が

み
ら

れ
る

だ
け

で
な
く

部
分

的

に
は
万
葉

仮
名
↓

片

仮
名

、
片

仮
名

↓

万
葉

仮
名

の
如

き
私
意

に
よ

る
改

変

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

が
わ

か

っ
た
。

太

田
晶

二
郎
氏

が

つ
と

に

「
:

・
:
・真

仮
名
が

見

ら

れ
る
。

但
し

、
溝

の

平
「支

・
忍

の
乎

之
な

ど

の
軽
重

の
不

合

が
見
ら

れ
る

の
は

、

こ
れ
ら
も

一

度
片

仮
名

に
誰
し
、
後

に
又
直

さ

れ
た
も

の
か
と

の
疑
も

無

い
で

は
な

い
」
注
過
.

と
疑

問
視

さ

れ

て

い
る

の
は
仮

名
遣

の
面

か
ら

の
考
察

で
は
あ

る
が
、

結

果

的

に
は
正

し

い
見

解

と
み

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

一
見

古
色

の
印

象
深

い

万
葉

仮
名

傍

訓

が
か
え

っ
て
後

人

の
改
変

に
よ

る
新
し

い
傍

訓

で
あ

る
と

す

れ
ば

、

乙
本

、
丙

本

に
お

け
る
万

葉
仮

名
訓

の
成

立
と
揆

を

一
に
し

こ

れ

ら

の
関

係

に

つ

い
て
は
慎
重

を
期

す

る
必
要

が
あ

り
、
今

後

の
問
題

と

な

ろ
う
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こ

・
で
は
私
記

甲
本

に
附

せ
ら
れ

た
万
葉

仮
名

傍
訓

に

つ

い
て
そ

の
仮



名
遣

を
検

討
す

る
。

弘
仁

私
記

に
比

定

せ
ら
れ

る
私
記

甲
本

に
お

い
て
そ

の
万
葉

仮
名

傍
訓

が
当

時

の
原

形
を

忠
実

に
保

つ
も

の
で
あ
れ

ば
弘

仁

(
0

00

1

～
9乙

8

8

)
年

間

、

つ
ま
り
平

安
時

代
初

期

の
特

色

で
あ
る

コ
の
甲

類

乙
類

の
区
別

が
存

す

る

は
ず

で
あ

る

し
、

更

に
私
記

甲
本

の
本

文

の
冒

頭

の
題

下

の
注
記

「
今
案

依
養

老
五

年

私
記

作

之

」
を

信
ず

れ
ば
養

老
五

年

(
127

)

つ
ま
り
奈

良

時
代

の
特

色

で
あ

る
上

代
特

殊
仮
名

遣

の
使

い
分

け
が
残

存
す

る

は
ず

で

あ

る
。

既

述

し

た
如

く

甲
本

の
万
葉

仮
名

訓

は
孝

昭
、
孝

安

、
考
霊

、
孝

元

、
開
化

の
各

条

に
集
中

し

て
あ

ら
わ

れ
、
他

の
条

に
は

い
く

つ
か
散
見

す

る

の
み

で
資

料
的

に
は
限

ら
れ

て
居

り
、

こ
れ

か
ら
結

論
を

み
ち

び
く

の
は
問
題

で
は
あ

る

が
や
む

を
得

ま

い
。

甲

本
を

通
覧

す

る
と

次

の
よ
う

な
仮
名

遣

の
異
例

が
見

ら

れ
る
。

甲

乙

ト

「
↓
▼ト比
古
不
止

乎
之
末
占
止
能
美
古
止

(孝

元

、

24

)

㈲
彦
太

忍
信
命

乙

甲

メ

↓

メ

⑳

解

人

指

甲
i

乙

甲

奈
万
津
洋
乎
奴
支
旦

コ
↓

コ

「

倒

忍
信

命

ー

⑬田

武
埴

安
彦

命

(武

烈

、

39

)

孝 孝

兀 兀
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G⑤

の
標

出
字

「太

」
字

に

つ
い
て
は

、太
諄
辞

此
云
布
斗
能
理
斗
(
神
代

紀

上
訓

注

)
、
宮
柱

布
か

し

り
立

て
て

(
万

嫡

)
中

臣

の
敷

矧

祝
詞
言

(
万
、

倣

)
、

の
事
例

か

ら
も

わ
か

る
如
く

甲
類

の
ト

、

「斗

、

刀
」

が
用

い
ら

れ

る
。

そ
う
す

る

と
私
記

甲
本

の
止

字

は
乙
類

仮
名

で
あ

る

か
ら
異
例

と

見

る

べ
き

で
あ

る
。

ト
↓

ト

の
早

い
事
例

は
、

大
野
透

氏

に
よ

る
と

「
師

木
県

主
之

祖
賦

登
麻

和

詞
比
売

命
亦

名
飯

日
比
売

命

」

(記

、
瀞

徳

)

に

対
応
す

る

「
磯

城
県

主

太
真

稚
彦

女

飯

日
媛

也

」

(
蟄
徳

紀

)

の
事

例
よ

り
し

て

「
登
」

字
を

異
例

と
さ

れ

て

い
る

が

こ

の
箇
所

は
本

文

に
問
題

が

あ
る

と
し

て
恐

ら
く

「
斗
」
字
等

の
改
書

で
あ
ろ
う

と

さ
れ

る
。

よ

っ
て
確

実
な

事
例

と

は
な
り
得

ず

、
甲
本

の
事

例

も

こ
れ
よ

り
考

え
れ

ば
成

立
当

初
よ

り

「
不
止

」

と
あ

つ
た
も

の
で
は
な

く
後

人

の
手

が
加

わ

っ
て

い
る

こ
と
は
確

実

で
あ
る
。

事

実
、

㈹

の
事

例

は
古
事

記

に

「
比

古
布

都
押

之

信
命

」

と
あ

っ
て

「
フ

ツ
」

と
よ
む

の

が
正
し

い
の
で
あ

る
か

ら

「
不

止
」

は
新

し

い
訓

で
あ
る

と
考

え
ら

れ
る
。

⑳

の

「津
畔

」

は
、

一
般

に
、
馬

の
都
刑

(
万

欄
)
、
爪

豆
制
(
和

名
抄

)

と
乙

類

の
仮
名

を
用

い
る

か
ら
私

記

甲
本

の

「
羊口
」
字

は
異

例
。

大
野

透

氏

は
、
歌

経
標

式

の
異
例

「
胡
非

畔
夜

毎

」

〔
恋

ひ
め
や
も

〕
を
指

摘

し

「
羊口
」
字

に

つ
い
て
そ

の
異
例

の
早

い
こ
と
を
指

摘
し

て
居

ら

れ
る

が
、

こ

・
で
も
歌

経

標
式

そ

の
も

の
の
成

立

に
問

題

が
あ

っ
て
佐

佐
木
本

に
よ

っ
て
代
表

さ
れ

る
歌

経
標
式

が
浜

成
撰

に
非

ざ

る

こ
と
は

ほ
ぼ
確

実

と
み

ら
れ

る
以
上

、

右

の

「
胡
非

曄
夜

母
」

の
事

例
を

も

っ
て

メ
↓

メ

の
早

い

例

と
す

る

に
は

問
題

が

の
こ
る
。

つ
ま

り
歌

経
標

式

の
事

例

に
後

人

の
手

が
加

わ

っ
て

い
る
可
能

性

が

つ
よ

い
の
と

同
様

に
私
記

甲
本

の
「
津

眸
」

の
事
例

も
新

し

い
訓

で
あ

る
と
言

え
よ

う
。

平
安

初
期

の
特

色

で
あ

る

コ
の
甲

乙
類

の
区

別

は
周
知

の
如
く
新

撰
字

鏡

、
高

橋
氏

文

、
古
語

拾
遺

、
東

大
寺

誕

揺
文
稿

、

西
大
寺

本
金

光

明
最

勝

王
経

古
点

等

か
な
り
多

く

の
文
献

に
み
ら

れ
る

こ
と

が
知

ら
れ

て

い
る

が
私
記

甲
本

に

お

い
て
は

「古

」
字

に

つ

い
て
異
例

の
存
す

る

こ
と
右

に
あ

げ

た
通

り

で
あ

ろ
う

。

右

の
考
察

よ

り
甲
本

の
万
葉
仮

名
訓

に
は
平
安

初
期

以
降

の
手

が
加

わ

っ
て

い
る

こ
と

は
明
ら

か

で
あ

る
。

し

か
し
次

の
よ
う

な

万
葉

仮
名

訓

の
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仮

名
遣

の
異
例

を
考
慮

に

い
れ

る
と

「
平
安

初
期

以
降

」

上
限

に

つ
い
て
は
さ

ら

に
考

慮
を

要
す

る

で
あ

ろ
う

。

オ
↓

ヲ

ー

太
良
之
比
古
久
ホ
乎
之
比
正

㈹
旧
本
足
彦
国
押
人

㈲
流
津

②
忍
信
命

㈹
大
海
宿
祢

ホ
↓
ヲ
、「
ヱ
感

工

④
五
十
境
殖

(孝

安

、

24

)

(孝

安

、

24

)

(
孝

元

、
・
24

)

(崇

神

、

25

)

(開

化

、

25

)

と

い
う
時

代
的

:
宮
、
恐
当
作
宿

〔未
字
、
末
字

の
誤
字

〕

語

頭

に
お
け

る

オ
と
ヲ

と

の
仮

名
混

用
事

例

に

つ

い
て
は

、
早

い
例

と

し

て

「
駈

ヲ
ヒ
」
(
正
倉

院
聖

語
蔵

菩
薩

善
戒

経
平

安
初

期
点

)
の
事
例

が

見

え
、

こ
れ
は

弘
仁

私
記

の
時
代

に

ほ

、・
符

合
す

る

が
、

こ
れ
を

も

っ
て

私
記
甲

本

の
混

用
事
例

も

弘
仁
時

代

の
原
形

を
保
存

し

て

い
る
と

み
る

の

は
早
計

で
あ

ろ
う
。

「
駈

ヲ
ヒ
」
の
事

例
は
あ

く
ま

で
例

外

と
言
う

べ
く

、

私
記

甲
本

の
場
合

に
は
後

人

の
手

が
入

っ
て

い
る
と
見

る

べ
き

で
あ
る
。

○
押

ヲ
セ

(
石
山
寺

本
金

剛

界
念

揺
私
記
古

点

鵬

)
」
　

〇
押

ヲ
セ

(
石
山
寺

本

阿
託
薄

倶

元
師
大
將

上

佛
陀

羅
尼

経
修
行

法
儀

軌

嘉

保
移
点

鷹

)

○
挨

推
也
ヲ
ス

(
観
智

院
本

類
聚

名
義
抄

彿
下
本
六
三
)

○
不

ヲ
ホ
イ
ナ
リ
、
許

将

、

(
天
理
図
書

館

蔵
韻

字
集

㎜

～
鵬
?

)(注將
ノ

○
佳

ヲ
ホ
イ
ナ
リ

(
観
智

院
本
類

聚

名
義
抄

彿
上
三
)

○
　

ヲ
ホ
イ
ナ
リ

(

同

書

彿
上
七
七
)

右

の
諸
事

例

は
私
記

甲
本

の

「
乎
之

」

(
押

)
、

「
麻
保

」

(大

)
と

同
訓

の
事
例

で
し
か

も

オ
ヲ

の
混

用
事

例

で
も
あ

る

が
、

い
ず

れ
も

院
政

期

以

降

の
も

の
で
あ

っ
て
そ
れ
以

前

の
も

の
は
管

見

に
は
入

ら
な

か

っ
た
。

次

に
④

の
事

例

に

つ

い
て
。

語
中

語

尾

に
お
け

る
ホ

ヲ
の
混

用
事

例
は

い
わ
ゆ

る

ハ
行
転
呼

音

に
属
す

る

も

の
で
、
古

い
混

用
事

例

と
し

て
は
多

少
問

題

は
あ

る

が
、
万
葉

集

の

「己

蚊
日
木
」

(
己

が
顔
蹴

)
、

「
呆
鳥

」

(
3281

〉
、

「影

詐

」

(
蹴

)
、

岳

覆

」

(
働

の
恕

「呆

」

字
を

カ

ホ

の
国

語
音

を
表

記
す

る

の

に
用

い
て

い
る
。

呆

字

は
本

来
皓

韻

に
属

す

る
字

で
、
　

(
見
皓

開

1

)雇

)
と

い
わ
れ

る

の
で

「
カ

ヲ
」

の
発

音

を
あ

ち
わ
す

も

の
で
あ

り
、

よ

っ
て
、

ホ
ヲ

の
混

用
事
例

と

な

る
。

「
カ

ヲ
」

の
事
例

は

つ
、・
い
て

Ｏ
容

カ
ヲ

(
日
本

霊
異

記
中

、

13

・
31
各

訓
釈

、
三

味
本

院

)

○
顔

カ
ヲ
、
畠

カ
ヲ
ワ
セ
、
研

カ
ヲ
ヨ
キ
(
石

山
寺
本

法
華
義

疏

長
保

四
年

点

㎜

)

と
あ

ら
わ

れ

る
が
、

ホ

ヲ
混
用

の
事
例

が

一
般
化

す

る

の
は
平
安

末
期

以

後

で
あ
り

○
並

ナ
ヲ
ク
ノ

へ
て

(
石
山
寺
本

不
動

念

揺
次
第
古

点

噺

～
鵬

)」隻

○
掩

オ
ヲ

へ

(
石
山
寺
本

帝
釈

天
略

供
養

次
第
古

点

幡

ー
慨

)

○
端

ナ
ヲ
ク
シ
て

(
石
山
寺
本
金

剛

界
念

揺
私
記

古

点

㎜
)

と
見

え
、
築

島

氏

に
よ
る

と
、興
福
寺

本
大

慈
恩

寺
三

蔵
法

師
伝

古
点

へ
院

政
期

の
加

点

)
に
お

い
て
、
ホ

ヲ

の
混

用

(
ホ
↓

ヲ

)
、正

用
(
ホ
ー

ホ
)

の
事

例
数

の
比

は

25
:

31

(
氏

の

い
わ

ゆ
る

A
C

D
E

種
点
を

通
じ

て

)

と

ほ

.・
同

率

に
近

い
結

果

が
出

て

い
る
。

私
記

甲
本

の

「
伊
乎

」

は
本

来

「
五

百
」

に
対
す

る

訓

で
あ

る

べ
き

で
あ

っ
て

「
五

十

」

に
は
合
致

し
な

い
訓

で
あ

る

か
ら
後

人

の
手

が
加

わ

っ
て

い
る

こ
と
は

明
ら

か
で
あ

り
、

そ

の
時

期

も

ホ
ヲ
混

同

の
事

例

が

一
般

化
す

る
平
安

末
期

以
後

の
頃

と
考

え
ら

れ
る
。

次

に

ヱ

エ
の
混

用

に

つ

い
て
。

エ
を

ヱ
に
誤

っ
た
事
例

は
早

く

「
机

都

一36一



久
恵
」

(
和
名

抄

)
涯
p
}
に
あ

ら
わ

れ
る

と
言

わ
れ
、

他

に
、

○
枯

ツ
ク
ヱ

(南

海
寄

帰
内
法

伝

05
?

二
例

○
人

に
古
恵

(超

)
た
る

は
か

せ
か
も

(
天
慶

六
年
、

日
本

紀
寛

宴
和

歌

、

三
善

文
明

、
鵬

)

○
未
費

ッ
イ
ヱ

(ず
)
し
て

(
真
福

寺
本

将
門

記
承

徳
点

、

09

)

の
事

例

が
見

え
る

が

一
方

逆

に

ヱ
↓

エ
の
混
用
事

例

は
少

な
く

○
渇

水
ニ
ウ
エ
タ
ル

(
石
山
寺
本

大

般
浬
繋

経
治

安

点
、

伽

)

が
管

見

に
入

る
く
ら

い
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
私
記

甲
本

の

「
殖

」
字

は
観

智
院
本

類

聚
名
義

抄

に
よ

る

と
、

「殖

ウ
フ
、
夕
子
」

(
法

下

一
二
九

)

と
る

の
で

こ
れ
と
同

訓

の
混
用

事
例

を
さ

が
し

て

み
る

と
次

の
よ
う

に
な

る
。

ア
ヘ
ル
ウ
剣

也

2

○

連

李

〔
合

ヘ

ル
植

木

〕

○
不

種

ウ

へ

○
樹

ウ

へ
て
福

を

○

種

ウ

へ
た
る
か

○

種

(
ウ
)

へ

(
ム
)

○

種

ウ

へ

(
石
山
寺

本
法

華
義

疏
長

保

四
年
点

、

00

)

(蘇

悉

地
褐
羅

経
寛

弘

五
年
点

㎜

)
1

(大

日
経
義
釈

治
安

四
年

点

伽
)

(
不
空

羅
索

神

呪
心
経

寛
徳

二
年

点

幡
)

(
妙
法

蓮
華

経

明
算
点

憾
)

(
天
理

図
書

館

蔵
韻

字
集

脳
～

梱
)

い
ず

れ
も

ヱ
↓

へ
の
事
例

で
あ

っ
て

ヱ
↓

エ
の
事
例

は

み
あ

た
ら
な

い
。

「
ウ

ヱ
」

に

つ

い
て
も

ま
ず

ヱ
↓

へ
の
棍
用

が

二
般

化

し

た
あ

と

ヱ
↓

エ

の
混

用
が
起

っ
た
と

み
る

の
が
妥

当

で
あ

る
か
ら

④

の
事
例

は
院

政
期
以

降

に
お

い
て
後

人

の
手

が
加

わ

っ
て

い
る

と
み
る

べ
き

で
あ

る
。

た

、・
右

に

ヱ
↓

エ
の
事
例

が

み
あ

た
ら

ぬ
と
言

っ
た

が

日
本

書

紀
私
記

丙
本

に

は

「
末

須
恵
」
↑
↓

「
末

須
江

一
の
事

例

が
あ

る
し
更

に
「殖

」

に

つ

い
て

は
同

じ

く
丙

本

に

「
観

松
彦

香
殖

稲
」

に
対
し

て

「
美
末

津
比
古

加

江
之

祢
」

と
左
訓

が
施

さ
れ

て
あ

っ
て
甲
本

の
そ

れ
と
酷

似
し

て

い
る
。

甲
本

と
丙

本

と

の
関
係

に

つ
い
て
暗
示

的

で
あ
る
。

以

上
私
記

甲
本

の
万
葉
仮

名

傍

訓

の
混

用
事
例

の
検

討

を
通
じ

て
、

そ

の
大
部

分

は
院
政

期
頃

の
も

の
で
あ
る

こ
と
が
認

め
ら

れ
た
。

し

か
し
全

部

の
万
葉
仮

名
訓

が
必
ず

し

も
そ
う

で
あ
る

と
は

認

め
ら
れ

な

い
。

次

の

事

例

、阿叡

ヒ
占
俗
呼
輌
謂
保
牟
田

㈲
肖

(
応
神

30

)

㈲
春

(応

神

30

)

㈲
姥
津

(孝

昭

23

)

㈹
八

鈎
白
彦

或

帝

王
之

間

(允

恭

34

)
…

養
老

云

、、
、
恐

当
拠
藤

一

本
簾

肇

講

簾

〔之
字
、
云
字
の

誤
写
か
。

〕

㈲

石
姫

(宣

化

41

)
…
北
女

、
当

拠
白
本

藤

一
本
作

比

女

㈲

は
書

紀

に

「肖

此
云
阿
叡
」
(応

神

即
位
前

紀

)と

同

一
の
訓
注

が
あ

り

㈹

は
同

所

に

「
上

占
時
呼

、
號

靹

謂
褒
武

多
焉

」

と
あ

る
訓
注

を
も

と
も

と
取

っ
た
も

の

で
こ
れ
を

一
部

改
変

し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

甲
本

の
傍

訓

は
数

回

の
転
写

の
中

で
書

紀
本

文

か
ら
は
な

れ

、
か
な

り
恣
意

的

な
所

が

多

い
こ
と
を
考

え

る
と
右

の
如

き
書

紀

の
訓

注
を

そ

の
ま

・
採
用

し

て

い

る
も

の
は
原
形

を
保

っ
て

い
る

可
能
性

が

つ
よ

い
。

働

㈲

は

「
養
老

云

」

の
如

く
出

典
を

明
記

し

た
も

の
で
あ

る
。

仮

名
遣

の
上

か
ら

は

「
甲

甲
乙

脱

キ

ミ
ノ

(
ミ

)
訓

(
ん

)

ハ
ナ
」

「
イ

ハ
九
り
御

」
と
異

例

が
見
ら

れ
ず
後

世

の
手

が
入

っ
て

い
る

と
は
思

わ
れ

な

い
。

㈲

は
出
典

を
明

示
し

て
は

い
な

い
が

天
理
図
書

館
所

蔵

卜
部
兼

右
本

の
頭

注

に

「
養

老

日
本

私
記

、
姥

津

、
波

々
津
、

一
云
意

知
津

」

と
あ

る
鴫

τ
私
記

甲
本

の

「
伊

豆

」

の
如

き
不

審
な

る
訓

は
祖
本

「意

知
津

」
を

後
人

が

「
イ
チ

ヅ
」

と
よ

み
誤

り
そ

の

「
チ

」
の
脱

し

た
形

か
も

し
れ

な

い
。
か
な
り
改

変

さ
れ

て
は

い
る

が

「
養
老

私
記

」

の
面
影

を
も

っ
て

い
る

と

い
え
よ
う
。

右

の
中

で

「養

老

云
」

の
如

き
出
典

明

示

の
訓

に
上

代
特
殊

仮
名

遣

の
異

例

が
見

ら

れ
な

い
こ
と

は
決

し

て
偶

然

と
は
言

え
ず

大
野
晋

氏

は
書

紀

古
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写
本

に
見

え
る
訓

注

の
中

で

「
養
老

」

「
養
老

説

」

と
注
記
を

持

っ
た
万

葉

仮
名

及

び
釈

日
本
紀

に
見

え

る
万
葉
仮

名
訓

の
中

で

「
養
老

説
」

と
注

記

あ

る
も

の
に

つ
い
て
は
す

べ
て
上
代
特

殊
仮

名
遣

に
合
ロ
致
す

る

こ
と
を

指

摘
し

て
お
ら

れ
る
。
」董

そ

こ

で
私

記
甲

本

に
見

え
る

「養

老

云
」

の
注
記

の
信

頼
性

に

つ
い
て

更

に
少
し
く

検
討

し

て
み
よ
う

。

ま
ず

甲
本

の
事
例

を
あ

げ

る
。

醐

カ
リ

ー

(
13

)

(
茎

)

う

・

・

●
謄

●

●

.

O

働

(
44

)

㈹

(
44

)

。

。

。

。

。

桂
履
起
憐

蝦
夷

不
幣
書
朝
廷
之
御
衣
御
履

東
舞
多
舞
豆
舞
也
養
老
云
束
舞
多

舞
豆
舞
也
舞
状
乍
居
乍
起
而
舞
也

起
、
当
拠
藤
本
鈴
本
及
書
紀
作
殊

努

々

　
は
釈

日
本

紀
巻

十

二
、
述
義

八

に
養
老

私
記

日
、
朝

廷

之
御

衣
御
履

不

破

辟
者
」

と

見
え

、
甲
本

の
割

注

が

「
養
老

私

記
」

の
そ

れ

で
あ

る

こ
と
を
示

し

て

い
る
。

　
は
甲
本

の
注
文

の
中

に

「養

老

云
」

の
注
記

が
あ

っ
て
出
典

を
明

ら

か

に
し

て

い
る
。

こ
れ

と
関
連

の
あ

る
釈

日
本
紀

、
書

紀

の
注
文

を
あ

げ

る

と
次

の
如
く

な

る
。

○
殊
憐

、
養
老

私

記

日
、
舞

状
者

、
乍

立
乍
居

而
舞

。
今

東
舞

是
也
。

(釈

日
本

紀
巻

十

二
、
述
義

八

)

○
殊
憐

、
古

謂
乏

立
出

憐
』

立
出

此
一工
施

豆

吻
、
憐

状
者

窪
起

窪
居

而

憐
之

。

(
釈

日
本
紀

巻
十

七

、
秘

訓
二

〉

○
殊
憐

、
古

謂

之
立

出
憐

、
立
出

、
此

云
陀

豆

々
、
憐

状
者
乍

起
乍

居

而

憐

之
。

(
顕
宗

即
位

前

紀

)

釈

日
本

紀
秘

訓

は

日
本

書

紀

の
注
文

を
そ

の
ま

・
流

用
し

た
も

の
と
認

め
ら
れ
る
。

し
か

し
釈

日
本

紀
述
義

の
事

例

は
私
記

甲
本

の
注

文

と

一
部

に
異
同

は
見

ら
れ

る

が
、
書

紀
、
釈

日
本

紀
秘

訓

に
は

見
え
な

い
「東

舞

」

「
多
舞

豆
舞

」

の
記
入

が
あ

り
、

し

か
も

両
者

い
ず

れ
も

「養

老

」
注
記

が
認

め
ら

れ
、

両
者

の
関
係

の
密

な
る

こ
と
を
示

し

て

い
る
。

　
は

「
蝦

夷

養
老
説
、
衣
比
須
」

(
釈

日
本

紀
巻

十

九
、
秘

訓

四

)

　
は

「
努

力
努

力

養
老
弘
仁
等
私
記
、
此
云
豆
刀
米
」

(
同

)

と
見

え
、
右

「養

老
」

注
記

の
万

葉
仮

名
訓

は
上

代
特
殊

仮
名

遣

に
照

ち

し

て
み

て
も

「
エ
ヒ

ス
」

「
ツ
ト

メ
」

と
異
例

は

認

め
ら
れ
ず

、
私

記
甲

本

の
傍
訓

は
そ

れ
を
片

仮
名

に
改

変
し

た

に
す

ぎ

ぬ
。

以

上
私
記

甲
本

の

「
養
老

」

明
記

の
万
葉

仮
名

訓
、

漢
字

注
文

、
更

に

は
釈

日
本

紀
引

用

の

「
養
老

」
注

記
等

の
比

較
検

討
を

通
じ

て
、
私

記

甲

本

の
万
葉

仮
名

訓

の

一
部

に

は
ま
さ

し
く

「
養
老

私
記

」

の
原
形

を
保

つ

傍
訓

が
存

在
す

る
如

く

で
あ
る
。

か
く

し

て
私

記
甲

本

に
見

え
る
万

葉
仮

名
傍

訓

に
は
仮
名

遣

の
面

か
ら

し

て
新

し
く
改

変

せ
ら

れ
た
も

の
と
古

形

を
存
す

る

も

の
と
が
混

在
し

て

い
る

こ
と
が

明
ら

か

に
な

っ
た
。

四

本

稿

に

お

い
て
は
片

仮
名

訓

に

つ
い
て
そ

れ
が
数

回

の
転

写

の
プ

ロ
セ

ス

に
お

い
て
誤
読

、

誤
解
を

生
じ

訓
が

改
変

さ
れ

て
行

く
実
情

、
万

葉
仮

名

訓

の
仮
名

遣

の
考
察

よ
り

新
し

い
訓

と
古

い
訓

と
を
分

析
し

て
来

た
。

次

に
当
然

な
す

べ
き

は
私
記

甲
本

の
大

半
を

占

め
る
片

仮
名
傍

訓

に

つ

い

て

の
仮
名
遣

の
検

討

で
あ

る
。

こ
れ

に

つ

い
て

は
既

に
用
意

は
あ

る
が
紙

数

の
関

係

で
別
稿

に
ゆ
ず

る
。

只

、
結

論
的

に

は
万
葉
仮

名
傍

訓

と
同
じ

く
院

政
期

頃

の
手

が
加
わ

っ
て

い
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ
り

、
私
記

甲
本

の
成

立

と
そ

の
変
質

の
様
相

を
考

察
す

る
見

通
し

が
得

ら
れ

る
も

の
と
思

う
。

以

上
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(注

1
)
以
下

「日
本
書
紀
私
記
甲
本

」
を

こ
う
略
称
す
る
。

(注

2
)
拙

稿

「
日
本
書
紀
私
記

(甲
本

)
に

つ
い
て

(大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

研

究
報
告
、
第

6
号

)

(注

3
)
太

田
晶
二
郎

「上
代

に
於
け

る
日
本
書

紀
講
究
」
(
本
邦
史
学
史
論
叢
上
巻

)

の
中
糀
ぺ
…
注
一
弘
仁
私
記
序
辮

、
謝
～
獅
ぺ
…
注
園
、
㈲

に
解

説
さ
れ
て

い
る
。

(注

4
)

(
注
3
)
同
書

。

謝
～
謝
ぺ

(注

5
.)
数
字

は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本

の
ペ
ー

ジ
数
。
以

下
同
じ
。

(注
6

〉
西
宮

一
民

「書

紀
古
訓
序
説
」

(皇

学
館
大
学
紀
要
三

)

〈国

語
学
論
説
資
料

臨
年
度
分

、
第

2
冊
分
〉

に
よ

る
。

(注

7
)

「平
安
時

代
語
新
論
」

(東
京
大
学
出

版
会

)
鵬

～
翔
ぺ
仮
名
字

体
表
。

(注
8

)
増
補
本
居

宣
長
全
集
第
二
、

脚
ぺ

(注
9

)
日
本
古
典

大
文
学
大
系

「
日
本
書
紀
」

上
禰
ぺ
頭
注

二

(注

10
)

(
注
3
)
同
書

踊

ぺ
注

一
四

(注
11

)
大
野
透

「
万
葉
仮
名

の
研
究
」

明
治
書

院
鰯
～
鰯

ぺ

(注
12

)

(
注
11
)
同
書

鰯
ぺ

(注
13

)
春
日
政
治

「聖
語

蔵
本
菩
薩

善
戒
経
点
」

1
ぺ

(
訓
点

語
と
訓
点
資
料
第

四
輯

吉
澤
義
則
博
士
追
悼

号
〉

-

「古
訓
点

の
研
究
」
所
収

「古
訓
雑
記
」

に
も
見

ゆ
。

(
注
14
)
大
坪
併
治

「訓
点

語
の
研
究
」
所
収
「
ア

・
ハ

・
ヤ

・
ワ

・
四
行

の
混

同
」
55
ぺ

(注

15
)
吉
田
金
彦

「天
理

図
書
館

蔵
韻
字
集

(詩
苑
韻
集

)
和

訓

一
覧
」

(訓
点
語

と
訓
点
資
料

20
輯

)

(注

16
)
藤

堂
明
保

「漢
字

の
語

源
研
究
)

(学
燈
社

)
聯
ぺ

(注

17
)

(注
14

)
同
書

、
50
～
5ー

ペ

(注

18
)
築
島

裕

「興
福
寺
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受
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図

書

43
年

7
月

～
45
年

3
月

東

予

の
文

学
碑

-

続

字
彙

補

在

在
詞

に
関

す

る
研

究

閑

吟
集

歌
句

総
索

引

花

山
院

の
生

涯

貞

門
俳

譜
自

註
百

韻
ー
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研
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年
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の
続
き
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愛
媛
国
語
国
文
学
会

中
村

幸
彦

春
日

和
男

山
崎

賢
ゴ

今
井

源
衛

深
沢

和
男

国
立
国
会
図
書
館

訓
点
語
学
会

斯
道
文
庫
論
集
第
6
・
7
輯

定
本
室
積
祖
春
句
集

近
代
日
本
文
章
史

淀
劇
博
物
館
収
蔵
品
図
書
目
録
第
14
号

飛
鳥

・
白
鳳
古
瓦
展

高
梁
桿

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
目
録
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～
30
号

漢
書
列
伝
竺
桃
抄

日
本
語
文
法
論

日
本
古
典
と
人
間

斯
道
文
庫

平
川

巴
竹

瀬
古

確

演
劇
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

浅
井

龍
勇

明
治
大
学
刑
事
博
物
館

尾
道
短
期
大
学
国
文
研
究
室

藤
井

専
蔵

土
田
県
治
郎


